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実践報告

選択性繊黙を示す小学生の担任、母親および特別支援教腎

コーディネーターへめコンサルテーシ日ン

悶山繁務

選択性械黙を示し ]年生男児じついて、担任教師、 コープイ

ンを実施し、

として月に

ネーターおよび母親に対し

1 il:: 9か月後に選択性純黙の状が顕著に し

1 liil、教育相談室で合同コンサルテ…ションを実路し

刺激フェイヂイング法やエクスポ…ジャ…法を基盤にしたスよそールステップ

た。各スモーjレステッブで、担任教i':mとコーディネーター

し、

フォローアップにおい

たことが孫主主され

キ…・ワード: コンサルテーシラン

1.問題と自的 する必要があるといえるむしたがって

Ji己童 ごされていた 黙の児童には、学校で話せるようになるための

¥')0 ま

の緊保状態で学校にいる場合も少なくない

お.{)J 藤・ 1公IIJ奇・出子 FH，1970; /J、島・践し，

2013 ; 

によっ

まなざしを

体がこjっぱり、 ;ル
〈エ~

べることを拒否することがあったり(村

、ハーモニカの準はできてもi次けない、

-鉄 tま立ったまま動かない

(小島・関戸，など、様々な状態が報告さ

れている。学校で辻不安・緊張を軽減す

や、これらの発話以外の
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こかせるため

なるむ

話せるように会るための支援方法としては、

従来、主に科滋ブェイテイング法やエクスポ

ジャー i~が適用されその有効性が指摘されてい

る(斜えば， Cline & Baldwin， 2004; 加藤・ /J\~キ・

JJJ I宇， 1ヲ85; Kearney， 2010;悶iJ-I， 1992)。刺

激フェイヂイング法は、対象児が話すことので

きる場-面から支援を始め、発話関連科激と

々に学校場面に

を龍いつつ、

させていく方法である。近年は、科議アェイ

ヂィング法とエクスポ…ジャーj去を基盤にし

て、学校(教員)と家庭(保設者)と専門家が協

働して支援によI~ V)組む方法が組織化されている



(Bergman， 2013 ; Borgerぅ Bartleう九 Armstrong， 

Kaatz， and Benson， 2007 ; 2010 ; 

Mc.Holm， Cunningbam， & Vanier， 2005)口例えば、

McHolm試 al.(2005)は、議、校長、教師

び、そのイ自の関係教¥専門のコンサル

タントが支援チームを講jますることを誰奨ーして

それらを読み合わせたスモールステップを

話ブユの賠段 Jとしてり、
少しずつその階段を上っていく

しミる Kearney も

において、親や教fliliが実認可能なス

モールステップの支援方法をまとめている。

る事例辻、

持コンサルテーションを実施したものであ

る。本事例では、 McHolmet aL (200訟のチ

ムによる支援と科激フェイヂイング法(園111，

1992)、エクスポージャー法 2010)

を参考に、学校と

を行った。このコンサル

テーションの特設辻、コンサルタント

)が学校に{:BI会jくことなく、

され、学級で、の発話が

可能になったことである。本論文では、 11:1三9

か}，=1I1去のコンサルテーションの槻姿、学校と家

h
Hノ40
 

る。

II.方法

1 .支援対象兜

(X年 9月)に小学校 1

「ハイ jと返事したtj，

ょ，

く話していない。

しており、近所の

は家抜

児2入

j話IIJI 繁樹

に会話し遊んでいた。 2年保育だった

でも、現在とi可犠の状況でおった。学校

の休憩n寺院には話さないものの、イIljの良い級友

に特に!Wjj直はなく、

もきちんと提出してい

祖父母で、あった。

2. コンサJレティ

A克の担任 (w，-r，T)、A児が在籍する小学
の特別支援教育コーデ、イネータ…(以下，

、A児の母:親(以下ラ M) τは l学年、 2
3学年で交代したが、いずれも 30ftから

4-0代

践したため、 2学年時より別

し ?こも

3. こユンサルタント

慰安学を専門 る 教員

る者)。

4. 来談の経緯

コンサルタント

択'!主誠実I<~の講義

していたCoよりコンサルタントに

した i年生に学校で話さない子どもがしミ

に会話してし、

れば選択性事長黙の可能性が高い。保

ことを伝え、者i望されれば大

に来てほしいバ「教育相談にTとCoと

をキ!日一11する場合に

を得て認しい。」と Co

を通して、 Mから

いること、

にもその言説明し、

た。その後、 Co

に会話ができて

を希望することが雑誌され、

けることを

し、 9月からコンサルテ…ションを開始し

ι コンサんテーションの期開と基本的枠組み
コンザルテ…ションは、 X年 9月(小学 1年j

から X十 2{1::6)g (小学 3{I三)までの 1年舎か

月 I~，I] に言j'13@ 行った(l 11J!約 60分)コンサル

ションは、コンサルタント

として実施し

T、Co、討がコンサルタントと な日
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選択性紙黙を示す小学生のコンサルテーション

を調整し、原則として 1、2か月に 11m相談室

に一緒に来談した。来談臼には、 TとCoが学

校でのA児の発話状況や実施した支援の結果を

仁!頭及び書[Jfr記録により子(~II告し、 M は家庭での

A児の状況を口頭で報告し、参加者でそれらを

雌認した。 Coは学級でのA児の桜子を!日立11寺rm
察し、 Tとも協議しており、 TとCoの口頭及び

書而記録はA児のf学校での状況を概ね正しく報

告したものと考えられた。その後、以後の支援

手続きを協議し、それらを学校と家庭で実施し

た。書而記録は校長にも提出され、人名を削除

したものを可能な限り事前にFAX(直通)、

E-mailまたは郵送にて、 TまたはCoからコンサ

ルタントに送付してもらった。

コンサルテーションを終結して 2か月後に丁

とCoに書而で、及び5~l:: 2か月後 (X+7年 8月)

にMに電話と詣:而でフォローアッフ。を行った。

6. A児の紙黙・発話状況等に関する情報統合

第 11mのコンサルテーションにおいて、 Tが

学校でのA児の状況を記した書市記録を去らに、

A児の紙黙・発話状況、授業参加、他児との交

流等について、 M、Co、コンサルタントで以下

のことを雌認した。

A児は幼稚屈で担任や他児と話していなかっ

たが、小学4交でも同様に話していないことを M

が知ったのは、 7月の授業参観のIl寺であった。

家庭では家族と普通に会話しており、放課後は

近所の同級生女児2名(幼なじみのB児とその

友だち)とだけは会話しながら遊んでいる。 M

がA児に「学校で話しているの?Jと尋ねると、

A児は「話してなしづと応えた。父親や同居し

ている祖父母は、 A;13が学校で話していないこ

とをそれほど心配していない。

学校では教科学:習に問題はなく、宿題も必ず

提出している。f.fj(や音読の ljt:~ には、戸は出てい

ないが、他児に合わせて口を動かしている。挙

手をし、発表しようとする態度が見られ、算数

では 14+ 5Jの答えを指で 19Jを作り答えた。

引の会の司会、健康調べ(担任が児童を一人ず

つi呼名し、児童は「はい、元気です」と応える)、

授業での発表ではFiji-を出せないので、教nwや他

児が代弁したり、 A児の書いた文章を代読した

りしている。休憩時間には他児との会話はない

が、イ'11よく遊んでいる。他児が手伝ーってくれた

時には、簡単なお礼の手紙を書いたり、放諜後

の遊びの約束も紙に書いて他児に渡したりして

いる。 1学兵!Jの欠席はなく、学校には喜んで設

校している様子である。七夕の短IllrにはA~Ic: I~I 

ら「小学校で、話せるようになりたい。」と苦手い

ていた。

7.支援の基本方針

第 11mと第 2IfIlのコンサルテーションにおい

て、以下のような支援の基本方針を雌認した。

①学級での安心感、及び発語以外での授業

参加j支を高める支援をTが行う。

②刺激フェイデイング法・エクスポージャー

法による支援については、無理なく実施

できるようスモールステップ化し、 MがA

児に予め確認し、 A児が承諾したステップ

のみを行う。

③可能であれば近所の仲の良い児童にも支

援に参加してもらう。

ill. 結果

1 .コンサルテーションの経過と学校・家庭で

の支援の試み及びA見の発話状況の変化

以下に、各回のコンサルテーションで確認し

た家庭と学校での支援、 A児の発話状況の変化、

及び協議した事項について、重点を出:し、た支援

内容に基づいて「安心感・授業参加度増幅!V]J

「刺激フェイデイング法・エクスポージャー

法進展期J1学級内発話促進WjJの3則、及び

「フォローアップ」に分けて記述した。また

Table 1に、コンサルテーション期間中の主な支

援の試みと A児の主な発話状況の変化を示した。

(1)安心感・授業参加度増 IIJffi~~]

第 llfIl(X年 9月28El，来談者:1¥1ラCo)

Tが作成し予めコンサルタントに送付したA

児の学校での発話や授業参加、他児との交流な

どについて記した書而記録に基づいて、 M、

Co、コンサルタントでA児の紙黙・発話状況、

授業参加、他児との交流等について情報を共有

円

iQU
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Table 1 中の主な支援の試みとA児の発話状況の変化

し (BJ乏}を隣ffr;に、宇tのE話、いj号

lJl 

閣官苦の教科警の一文そノトdltj>!で告発んだ。

イやのftぃ男児2名とー豪華に膝下でする機 づ ・絞めの2行く'らいそー絡に戸をよ討してま定んだ。

グーの王手と一絡に口も!f!JJかすようになっ

7月

8Jl 
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ヅスざ住民iこ附こえる戸で替える

周践の3老議室iこ事選

と後twくを返し

. t笠径の3手元で fトイレlこ行っていいですかj と言えた。

隊派の児3まと一緒!こマイクで産主~



jflfH)~'I~1:市J:~!~~を示す IJ、な~Iミのコンサルテーション

したo 1前:

の誠黙・

したとおりである。

失IiJIまでの111]に、

ついてすまたはCoが作成し

6. A 9[1. 

不主)を事niIにFAX(1吉.J昌)、 ιmailまたは郵

送にてコンサルタントに送付してもちうことに

したむ学校でのA児のうえt心!惑をきちに高めるた

めに、可能であれば10月から 8克をA児のi詳の

ni~ にしてみる。授業 1=1:1 の挙手やその他の対誌に

ついて辻、すから人児に[今は話すのが難しい

ようだから、身振りでもよい。でも話せるよう

;こなったら先生に言ってねJなどと伝えてみる

こコンサルタントは参考書:として f場語紙黙児へ

せない子を助けるために…J

とCoは段i続的に進める

として、 M

は良く、 A~I己は

校で安心し V しているように見えることか

ら、この方法 きるので;まないかと話し

コンサルタントはスモ…ルステッ

ること、学校での発話に出けての試みについて

Mから A児に説明し、入児がやりたい

と忠えたものを実擁することを保三乏した。次1m

を続けてみる。 11月

えで辻、 B 児は人児の i韓 J?í~のままにし

おくのすが粍断に迷うことがあれば、コンサル

タントに電話で相談することとし

第 31立I(X11三11FJ 10 1:1，来談者 :Mぅ

出 :11月8El t二学校であった行事(児

の ない子を地けるために-J 設と家族が一務に各コ…ナ…にj在意された遊び
(McHolm et al.， を縮分し、できればM と をする)に人児と M と祖父で参加し、最初はM

Coに次1mまでに読んでもらうよう依頼し

第 21立1(x11三10pj 1ヲ日，来談者

: lO)-=j 1 の咋替え(fIíIから 2 列 I~I

8 先、言~I )需はイqJ の l~ い男見) }~，( I咋、

学校で他克と話している機会があったことを、

日児が討に七;えてくれたc 例えば、 10)=J9 に

は、全員で「ノ1イJという

と言ったり、全員でド 1

miで人児も「ま
んで行っており、裂としては安心しているの

j揚jYij:lO月 1Eiの!市替えj立、降、同じグ

ル…ブの能克と一緒の短い発話が1mかれた。問

えば、上記の10)''19 1=1以外ιも10y'j 13 EIに辻、
IITJじグル…ブの{血児に1mこえる

に fごちそうさまjと言え、他児がその

をTに伝えに来た。 10月15日には告?ごと

ながら、「ウォウ、ウォウjと戸をIJ:I1している

のがTにも 11[Jき取れた。 遊び;場言語ではその弛に

も「キャ… 1ワ…jなどの戸を出していたむ

lOH19EIには仙児と一誌に「ごちそうさまj

え、 3m れ

またIfl]じグループの女見は、ん

さまJと言えたことを喜んでい

もよく書いている

出械黙先への

の「ど iまうか?JのIIJJし五かけにA先;まえ;

きた議会であっ

校場面:10)01 22自に、 A児の得意な

100してねー!と

日つに、 A9[1. (ま「うんJとj与え、教頭にも

11FJこえた。これ;土教室jJ]j出でT の教員に11司

こえたおjめてのA児の発話であった。 1ω0)月23

日の!席?五市i=7吋j磐三季主えでで、はB児はi隣礎j品Jえi

のf仲i司中iドiのi良ミい男児を配i誼註した 1山O月2お6E日5ヨ;、 話出

になった男児とは会話誌できていないが、笑い

泣IUていたり 10)=J 28 1=1の算数の授業で、

カードをJr]いてグループ対tJtゲームをしたと
ろ、 A は両手を上げるな

加していたむ fいただきま

毎IITl言っている。 11PJ 26日の

のOの11寺11:1]
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る?Jなどとf確認してみる。 A児が取り組みそ

うであればMからTに伝え、 Tはその結果をM

にイ云える。 12月の)市替えでは、 2か月 11，¥J隣席

だったB児に替えて、 jj)[~~!後に一緒に遊んでい

る児童や登校班が同じ児童にしてみる。

(2)刺激フェイデイング法・エクスポージャー

法進展Jm
第 41豆1(X年12月17El，来談者:M，T，Co) 

家庭場面 :11月16日にTが家庭訪問するこ

とになり、前日にMから「明日先生が来るから、

今好きな教科書を読んでみょうか?Jと問し 1か

けると、 A児は「うん」と応えた。当日は、 M

と Tがし E る玄関先で、 A~I，己は i主i誌の教科書の]

文を小さな戸で読んだ。 Tは「上手に読めたね。

声が間けてよかった」と褒め、 A児はにこにこ

して嬉しそうであった。 11月24日に、 Mが「み

んなの前で本読みできる?Jと尋ねると、 A児

は「長く読まないといけないから無理だ」と応

えたので、 Mは「算数の I桁は?Jと尋ねると

A氾は「大丈夫かな」と応えた。 MからTに述

絡帳でそのことを伝えた。翌日、 A見は「指で

やったJと言っていた。
学校場面 :Mからの連絡に基づき、 11月25

Elの算数の授業で、引き算カードの答えを発表

する際、 Tは事前にA児と発表するカードを打

ち合わせた上で、指名したが、 A児はこれまで通

り指で 12Jと答えた。 Tは「またできそうな
ときに、 )d~iJf言ってみよう J と A 児にイ云えた。授

業仁1:1に挙手することが増え、黒板に答えを書い

たり、ノートに書いたことをTが代読する形で

の発表がI段えている。

者向 5IITl (X十I年 1月19EI，来談者 :MラT)

家庭場面:事前にMより「また先生が音読

を聞きに来てくれるけど、どうしょうか? 月

11濯EIくらいどう?Jと尋ねると、 A児は「し 1い

よJと応えたので、 Mは「読むところ決めてお
いて」とイ云えた。 12月21EIにTが家庭訪問し、

Mが同席していたがA児は音読ができず、結局、

玄関とドアを挟んだ隣室で、 A児はMと一緒に

音読した。 1月18EIに再皮肉様の試みを行っ

たところ、 A児は玄関先で、 TとMの前で国語

の教科書を 2ページ、普通の音量でスラスラと

読んだ。 Tが持ってきたシールをWiってあげる

と、 A児はにこにこして喜・んでいた。「ありが

とうございます」と「さようなら」も言うこと

ができた。 Tが帰った後、 A児はMに「ドキド

キした。戸震えた」と伝えたが、実際には戸は

震えていなかった。

学校場面:上記の 2IITlの家庭訪問は、 TがM

から述絡Illjミで連絡をもらった上で、実施した。 1

月21日の)Jif替えでは、これまでとは別のやl'の

良い児童を隣府と前nwにした。挙手の回数が地
え、 1日に 4~ 51司は挙手している。答えや発

表は指で答えたり、 ~I~~長に書いたり、他児や T

が代読しているが、発表の!IWi番が近づいてくる

とA児の表情は良くなり、楽しみにしている様

子である。新年の目標を書く際に、 A児は 1~1 ら

「学校で友だちとなかよくお話がしたしづと書

いた。一方で、 i初の健康調べの際には不安そう

な表情が見えた。

協議事項:次回までにTが家庭訪問を 2回程

度試み、 M同席での音読から、 Mが同席しない

状況での音読を試みてみる。またA児と Mで;}放

課後に学校訪II:IJし、 M同町でTの前で音読を試

みる。 健康調べについてはA児が手でグー(体

調良好)かパー(体調不良)で応えることを、 M

がA~I己に提案してみる。

第 6IITI (X + 1年2月9EI，来談者:M，T) 

家庭J~];面:前 IITI のコンサルテーションが行わ

れた向日の夕刻、 Mから健康調べのことをA児

に伝えたところ、「やってみる」と応えたので、

Tに述絡l阪で、伝えた。 1月24日には、翌日学校

訪問することを、 Mは「月曜日は放課後お母さ

んが学校に行って、一緒に話すからね」と A児

に伝えると、 A児は「今日はお母さんがお迎え

だね」と応えたので、 Tに述絡帳で伝えた。ま

た、 2月7E!に、 Mは「前回は 3人で読んだけ

ど、明日はお母さんが廊下にいるからね。読め

る?Jと尋ねると、 A児は「大丈夫だよ」と応

えたので、 Tに述絡11長で伝えた。翌日、 A児は

帰宅すると「全部読めたよ」と Mに報告し、

んでいた。



選択性械黙を示す小学生のコンサルテーション

学校J易而:~IJ 18]のコンサルテーションの翌日

の健康調べでは11愛味なグーの形で応えたが、表

清はよかった。その翌日の健康調べの際に、 T

から他児に IA児は元気な時にはグーの合図を
することになった」ことを伝えると、その後A

児はしっかりとグーの形を作って応え、表情も

よかった。 1月25EIに、放課後の説もいない

教室で、 A児はM とTと簡単な会話ができた。

内容は教室の掲示物や音読についてであった。

教室を出る際にMが「何て言うの?Jと促すと、

A 児は「さようなら」と言えた。また玄関でちょ

うと"U~II 会った Co にも、「さようなら」と挨拶し

た。 1月25日にTが家庭訪問し、玄関先でM同

席でスムーズに 4ページ分の音読ができた。 2

月 1EIは放課後の教室で、 M とT同席で、家庭

訪問時と違う単元をスムースに音読できた。 T

はごほうびのシールを日I~î ってあげ、 M が「これ、

何のシール?Jと尋ねると、 A児は小さな声で

100Jと応えた。 2月8EIに放課後の教室で、

Mは廊下にwた状態で、 Tの前で音読を試みた。
最初Jは読み始められなかったため、 Tが「お母

さんは廊下にいるよ。見てごらん」と伝え、 A

児はjヨ:却の姿を時認した後、すぐに 8ページ分

を読むことができた。その後、 TはM と打ち合

わせていた「ペットは何を飼いたいの?Jと尋
ねてみたが、 A児からの返答はなかった。玄関

で会ったCoに対して、 Mに促されて「さよう

なら」と挨拶することができた。休憩時間には

他児との自然な会話も増えている。例えば、他

党が 100先生に言っちゃうぞ」と言うと、 A

児は「やだー」と応えていた。

協議事項て次回までに、 JI1.課後の教室でB児

やその他の1111の良い児童を交えた会話の機会を

段!法的に設けてみる。健康調べや算数の答えを

口頭で言う機会や、 j主i誌の時間に 1つの文を読

んでみる機会を設けてみる。これらのことにつ

いては、事前に家庭でMから A児に雌認し、 A

児がやってみると応えた場合に、 MからTに連

絡した上で実施する。

第 7ITII (X→1年 3月15EI，来ii炎者:M，T) 

家庭場面i:Mから「放課後の教室で、おj司:さ
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んと先生とBちゃんと一緒にお話するけど、ど

う?Jと尋ねると、 A児は「うん」と応えたので、
Tへ連絡した。 A児は 2月23EIの関工の時間が

楽しかったことをMに話し、「エンピツって

えたよ」と報告した。その後も)市下などでi司1羨

のことをしていることを、 AJi己は帰宅後M に幸I~

告している。

学校場前i: B児にTから依頼し、 2月15EIに

放課後の教室で、 A9己、 B児、 M、Tで話す機
会を作った。バレンタインのチョコについてT

が「どんなチョコをもらったの?Jと尋ねると、

Mのイ足しによって「アメとか」と応えた。あま

り話せそうではなかったので、次の集会で行う

活動の練習をした。 2 月 23 日の I~I工の授業で

は、 Tから依頼してB児を含む他児 3人と隣の

空き教室で;*IS土遊びをした。 A児からの発話は

なかったが、他児が Irア』と言ってみて」と
うと、 A児は「ァ」と応え、 Tの前でも同様

に発話することができた。その後、廊下や下校

途中などでも、イ也児のfiEしに応じて「エンピッ」

などと言っている。また、 A児の変化や家庭・

学校で試みたことについてCoが文書にして、

校長と Mに報告しているとのことであった。

協議事項:新年度は担任が代わるため、次回

来談には定期の家庭訪問が終わったH寺期とする

こととになった。ただし、学年は単学級のため、

クラス替えはない。現在の担任から新担任に十

分な31継ぎをしておくこととなった。

第8回 (X+1年5月27日，来談者:M，T，Co) 

4 月になり担任は交代し、 Co も m~却j に伴い

交代した。

家庭場而 :4月下旬にTが定期の家庭訪問を

した I~祭に、 A児は「こんにちはJ1さようなら」

と笑顔で挨拶し、お茶も運んだ。

学校場町:担任が代わり、当初はTへの発話

はなかったが、 5月iや旬ごろより 3月の状況と

同様になった。健康調べでは昨年度と同様グー

の合図をすることを、新学期 2EJ日にTから A

児に伝え、 A児は笑顔でグーの合図をしている。

日直の挨拶等では声は出ないが、もう一人の日

夜の発話に合わせて仁1を動かしている。 4月下



ストをしたにA9ごは1]]の

読めなか

もう

け

トの!告をには、イIjJの良い男児 2~!と一緒に延長下で

テストを行ったところ、 A児はネゴJめのくら

いをー誌に戸支をよ1.11して読むことができ

らも「よかったねJIJ出張ったねj
をもちい、嬉しそうだった。このころか

ち、休?AlII寺1'111にA児の笑い声などが!l'{jこえる

とカサ詩えたり

仁!を動かす

ついて、家庭でMがA

みること、その

えてみる。

に路下で{虫記と

で、 M、

第ち i立1(X+ l!tf 6 )g 23 ，来談者

:おで好きなポケモンがなか

ることができたの )}Ijの

J;Sで偶然知り合いの上級生男児に会った11寺、 A

ら fありがとう jと言え

1m: 5月281ヨ
;iZにグーだけでなく口も動かすよう

ら、 T会く人

たと

ころ、入克はそれ以i年口も動かしている。 6}=:1 

3 1:1に放課告の教室で、 MI可誌でTとA児で会

し、 A児は少し横を向器、小さな声であった

が、大好きなポケモンやアニメのことをたくさ

ん話したむ「はい、

掠翠もできたり 6PJ8EIに故課後の数軍で、 M

問n1~ですとメミ

前1tI1より大き

に話し

し、 ノミ児はTO)ブゴをIrljき、

などについ

ですJと

べの練習もできた。すがごほうびのシールを渡

すと、嬉しそうに詰っていた。 6FJ の算数

の11寺IHJに、全員を指名してお;えさせる援会が

あったが、 A児は口を動かしていたが、戸;ま出

なかったむ 6)=J 15 EIの放課後の教室で、 MI弓

A
 
t
ゲ

で

一

出

カ

したo A克はポケモンの

し、 3人でお分くらい会

民1111 繁1封

話をしながらゲームをしたむけまい、

と健康龍べの練習の途中かち Mが時下に/:Hた

詩人その後も大きな7げで言えたむ T会"Iあす、

じまいjだけでいいから言ってみよう jと犯すと、

A児辻額いたり 6PJ 16 Elの{連勝制べで、入児は

いつもよ与はを大きく開けていたが、戸iま1:1¥な

かった 6j:J 171::1の校外学費では、 6人のグ

jレ…ブでお};~~探検をし、入廷はいくつかの

を!吉良にすることができた(質問辻事前に

:次181までに、 ム一品

でけまい、元気ですjの絞首を行い、はかち

でも言えるかどうかを A先に号1ねてみるむ

みる。

: I¥号、工

ら、家庭で

を行い、 Mから AW!.に

でも言ってみようJと誘ったところ、現 El(己

月24El)に、涼宅したA児は f今日は

した。

こえる戸、 7;:J 1 EIから 14FIのi引は|掠りのグ

、7}'=J E:I.L-J、|年はクラス

えるようになった。 6月

、A児、 M、τで市談し、
たごほうびとしてγは

ンのシールをi返したところ、 A児

はとても喜んだ。 6月30EIの休には、地

「アjと言うと、人児は fアjと模倣した今、

他;itがポケモンの絵を指さすと、 A;iごはそのぞi

を言ったりした 9 飽兇はA克が話し始めたこ

いて、?を;号びに来たが、 A克;ますがしミ

も続けて同様の発話をしていたむ 7}'=J 1 

日の缶詰のH寺I}I]でノ…トに書いたことを

る|祭に、 A廷は ら挙手をしたむ丁が指名する

とA児は黙ってしまったが、隣席の児と

に読むように J促すと、 A児は一卒者に戸支をIUして

むことができたo 7 n 13 1二iの放議後の教
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j控jF(fJ:紙黙を示す小学生のコンサルテーショ

で、 A 史、問、 γ と日児及びえ1) 寺fl~I主!からの1rji良

しの男先2名と…絡に、

スト

の[1

ろえてでき、「はい、

な戸で言え、「今月の翠(Jは小さな

:if1~ った守

番に

ストの練習で辻、

、 A~巳は小さな

4人で、JlWi

たがしっかち

りの会の続

日

月日目的思誌の!l寺1111

むことができ

を Ilj'J き、 I~I r!.~ 

{この

?こむ

ー(いては、

りの報告をし

あった)。ア月 1611は、給

れるほど、グルーフ。の他児とおしゃべちしてい

ア月 10EIごろからは、 Tのおjめで生児1~f 

と…諸に指除当認ニの係として、「これでそうじ

を終わりにします。ごくろうさまでした!と

えるようにな

:夏泳みに、

カfあること会q司会、

に出かける

された。 9FJ 

なったら、 El 試のセワフを ki~に書いて

A先に読ませることをえみてみる。

(3) 

し、、、

で知らせているが、

と話しているむ EI

は/J、さいもののしっか号

も他児と…絡に;J、さ

できている。 9)=J 17自の

と文章を一人ずつ発表する I~'~ には、前に出るこ

と誌でき、!こiは動いたが声が/_Uず、すが代読し

に アこむ 9Pl 30 日の

I~I 

さいJと言っていることが何度かあっ

11封書に、 A~E らちゃん、ここj などの

れるようになったり

:Tの発案で、大きな声(健接調べ

でiまクラス玉三{本に IIFJこえる芦否、お矢nら
1ヂIJI~! に lï号こえる

る

は

し、入先がi司意し

また fがんばり

Tからコンサルタントに Fax

ることとし

第12回 (X+ 1 ~I:: 12月21 ， 

もらい、

: M，T) 

と

に読んだけど、その後辻['=1

止まったIi寺は、先生均三励まして

よく話してくれるようになっ

市:11 Jll:!:1 旬以 I~号は、 持ベでク

ラス全員に聞こえる声で答えるようにな

12月からはお知らせ誌でもクラス全員に持こ

える芦で話せるようになったの 11 FJ 2 13の呂

のグル

約111[1[(X + 1年 10月14 ，来談者:M，T) 

記I:夏休みに、人児と 3児、他の男児 i裂の練習で辻

i名と Mで 21m

をしていたりそのfむに、 A児、 B児、 Mで/1¥か

けたが、パスのiやでも普通に会話していた。

百!I:9月 6日以li知立、大きな戸で fは

い、気です!と

を RI~\l~i に

どおりに仁l(ま動い はよu
1] n 15 El 

JI~ で、 A 克は一人

六
ゾ
人
間
ん

と

の

す
話
一て、J

に出こえるくらいの戸で読んだo 11 月中旬

以i年の九九学習では、丁の教i芋の前で徐々に

きな戸子で九九を唱えられるようになったり

と話すことがIifえ、目、話;ま他児の11
ー

さやいていたが、 1111の良い;己主とは 1m
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111 繁樹

離れた距離でも会話ができているむ授業中にA

J13が弛児とおしゃべりしていて、 Tに注意され

ることもあった。 仰の良い 4入の党工主主j、タトにも

結核に基づいて、

る。 月11翠iヨ

も広がっている。

ルをH占ることは、すの

でMにしてもらってい

に入れてA児

に持たせ、人兇がTに渡している。シールが5

ってあった時は、 T~土人児に好きなポ

ケモンシールを選;ませている。「がんばり

とポケモンシールについては、地先に見られな

い場所で行っている。 rーがんばり表jは、 A党

の励みになっている

: 1月もi可械の方法を継続する。 I主;

と算数の11封書のぎの大きさの基準をレベル

アップしてみる

第131きj

が、

家庭場面:3午に進級してTがわったが、

特に影響はない。最近はこれまでとは追う児童

し、

きさだっ

のお弓 (4Pi6EI)の

ささやき、その児童が地児やTに伝えていた0

4)~ 15 1ヨQ1，時辻、 Tに「おはようございますj

と挨拶を返すことができるようになった。 5FJ 
までは他児に代読してもらうことも多かった

が、養護教諭と初めて会話ができた号、すの耳

元で円、イレに行っていいですかJと言えるよ

うになった。 6月14日のパス速Jtでは、ノ三ス

の1:1:1でi持}おの克輩と一緒にマイクで歌を歌

その後;土、

えていること、組

ることから、

コンサルテーションは今回で終了としたり但し、

、Tからその1M]のA児の

を書面記事長にまとめてコンサルタントに

送ってもらい、 i設終確認することとなっ

フォローアップ

第1lITlフォロ…アップ (X+21f8月)

Tかち 7HのA光の様子を書;揺でj返っても

らったの発表時には言葉が1:1:¥るのに少し11寺悶が

かかることもあるが、 19Uえば日まくが 1学mJに
がんばったことは、です。わけ辻、いろい

ろなことを調べたり、をしたのががんばっ

たからです。Jと、玉県出までしっかり話せるよ

紹介や係号 には、 A克は に うにな この11寺には、クラス

りだろに以こえる

その他のじゅぎょう

-61) 
_1・i"で|魚芦{

I e I・1・
i・i・}
Fig.1 rがんば号表jの例
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選択性南北黙を示す小学生のコンサルテーション

な拍手をもらった。家庭でMに叱られたこと

などを、 Tにはっきりした口調で伝えることが

できるようなった。全体的に声が小さいことも

多いが、学校場面で特に|主!ることはなくなった。

第 21司フォローアップ (X+7年 8月)

コンサルタントから Mに電話し、その後、 5

年11寺から現在の中学校2年までの様子を簡単な

文書にまとめて送ってもらった。電話では、終

結後特に困った様子は見られず、普通に話せる

友だちも徐々に増えた。しかし、 1:1:1学校入学後

1か月間は仁!数が少なかったようだったが、そ

の後部活動にも入り、毎日元気に学校に行って

いる、とのことであった。文書では以下のこと

がf確認できた。

小学4年生・・・ 12分の l成人式」の授業参
観では、将来の~:を皆の前で発表できた。

小学 5年生・・・前年に11記入してきた男児と、

一詐イqlの良い友だちになった。

小学6年生...1卒業式」のi陸上で一人す、つ呼

びかけを言うときに、大きな戸で呼びかけがで

きた。 2学期から塾に通ったが、当初Jはわから

ないところを講nHiに尋ねることができなかった。

中学 l年生・・・入学 1か月後から、他の小学

校から入学してきた生徒とも話すようになり、

最初の授業参観でも I~I ら挙手して発表した。部

活動で、意地悪をされることがあったが、I1~J もな

くなくなった。

1:1:1学 2:{j三生・・・最近は、塾でも講師といろい

ろな話がで、きるようになった。部j舌窃Jも楽しく

やっている。

ν.考察
1 .学校での不安を軽減し授業参加を促進す

る支援

コンサルテーション開始前のA児の学校での

不安はそれほど高くはなったと忠われる。休憩

時間には発話はないものの他児と遊んでおり、

授業でも挙手をして指で答えたり、他児や担任

の代読により発表ができていた。これは担任の

配慮により、すでに発話以外で、の意志表出が承

認されていたためであり、発話できないことに

-205 

よる不安が軽減されるだけでなく、授業参加が

積極的に支援されていた。小島・関戸(2013)は、

選択性繊黙の小学校 2年生女児に対し、学校j揚

而でコミュニケーションカードをPFJv、て挨拶等

の I~I 発的な意思表出を指導し、担任等に挨拶が

I~I 発的にできるようになり、やがて赦友や他の

教fliliに対しても挨拶等ができるようになった経

過を報告している。学校i劫而では挨拶や発表な

ど発話を求められる場面は多数あり、支援がな

い場合には、選択'I~I:紙黙の先輩はその都度不安

が高まるとともに、挨拶や発表できなかったと

いう失敗体験を積み重ねることになってしま

う。したがって、発話に代わる表出手段を活用

した支援を行う必要がある。

A児の;場合には、)市替えの際に一番仲の良い

BJZをj駒市に、仲良しの男児を前席や後席にす

るという支援も行った。このことにより、 A児

の表情は一層よくなり、給食や遊び時間での発

話・発声に繋がった可‘能性が考えられ、学校場

面での安心!惑を高める作用をもたらした。また、

jl引の会で釘:日行われている健康調べは、当初、

他児が代返していたが、 A児自らの意思表示と

して手で「グー」を作って返答させることにし

たが、このことにより A児自ら自信をもって意

思表示できるようになった。担任は代読や

「グー」での返答についてクラス全体に説明し

ており、学級経営の観点からも A児の紙黙症状

を他児が許容し、かつ、 A~I己に可能な手段での

授業参加を許容するような雰囲気作りができて

いた。

2.話せるようになるための支援

本事例においては、話せるようになるための

支援として、刺激フェイデイング法とエクス

ポージャー法を基盤としたスモールステップに

よる段階的な支援を、学校場開と家庭場面にお

いて実施した。支援を始める前に、担任、特別

支援教育コーディネータ一、 jヨ:親に参考書を読

んでもらい、この方法について概要を理解して

もらい、実際の支慢を考える参考にしてもらっ

た。 Table1に概要を示したように、学校場面と

家庭場IIIIで、実施した段階的な支援は概ね効果的



i京I1I1 館t~1

ったと きる臼 実施してい

が可能であることから、スモールスァッ

できたの る上で言ミ斑(親)の協力は本可欠である G

ンサルテー

については、

のを ることにしたりこi'lによって、

の試みがA;}己にとって摂理のないものであるこ

とを経認することができ、また、人;itiE;ちが主

体的にコニクスポージャーに域号表11む態度を形成

することができたのではないかと考えられる

さらに、担f壬が実施した[カfん;工号表Jによ

て学殺内でのよち大きな声量が強fとされ、

と三;う}や放

ング手完封ミ (O'Reilly，McNallれ Sigafoosちしancioniぅ

Green， Edl・isinhaラ Machalicekラ & 

Didden， 200引をもたらし

なく、 A9己
法 I~! 分からで

に慣れるの

ただ

し

えた。しかし、 1か月後にはIgJ1忍はなくな

おり、慣れることで発話が可能になったようで

あったり

3.本実践の課題

る。まず第 lに、

る。 シ

も実施した

った。コンサ

ことには、七 ルテ…ションの捺にそれらについ

タ るようになり 総を相互に持認したものの、記録・

たしづと苦手いていたように、コンサルテーシ

ン当初よ号、学校で話すことに討する入先自身

ったことも大きな安田であった

と考えられるの料j数フェイヂィング法やエクス

にいくらかの緊

じ、話すことへの努力を裂することもあ

り(加藤ち， 1985)、

る。 とコーディネータ

ることを詰極的に

アピ

っても

げられ

し、コーデイ

人史の支援を実施する

も教育者~!談への来談を

での支援完誌も計画通りに

性は高いとは言えない。

第2に、スモールステップを設定する際には

レベルの許{illi衣J et aJ.， 2005) 

201訟をして可

ること

なかったが、

ルの評価表j

第3に、本実践ではコンサルタントとコン

サルティのE:I程調整の都合で、市古来的にコンサ

ルテーションの頻度はし 2かPJに1IITI 

となったが、対象児の行動変容に応じて;砲に 1

IITlの頻度で仔うことも考えちれる。 {91]えば

206-

3)辻、古1-20セッションを 6か月

るブ百グラムを開発しており、百三ii去を
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~~~しながら最初の 18 セッション誌避 1 IITIの頻

;支で実施されている。

4. まとめ

支援においては、

ていたと言える。 WIJえば、

児の不安・緊張度はそれほ

々な

16iにおける A

くなく、代返等

るA児の動機づけがコンサルテーシ

ン叫初jよりあったこと、学校と家庭の述協力

に構築できたこと、担任が3人交代

したが、し

と、学校と

もA児の支援に

な

ない事的での

障害など選択性品川段以外の

このよう

このような条件が

、発達

に対ーする 今後さらじ知見

られる。

付記

の助成を受げたり

考古49路大会においてポスタ一発表し

コンサルテーション

し三ては、

、

ず
十
ム

JTι 

した G
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Consultation'司(iththe Teacher， J¥.10ther， and Special Education Coordinator of 

an Elementary School Student With Selective !¥1utism: A Case Study 

Shigεki SONOYAMA 

This practice report shows how markedly the signs selective mutism in a first-grade male student 

improved after consu!tation was provided to the chi!d's teacher， special education COOI‘dinator， and 

mother for 1 9 months. COl1sultations took place in a university consulting room once a month. 

Small steps based on stimulus and exposure were to improve the boy's clinical signs. 

For each small step， the class teacher and the special education coordinator discllssed a proceclure that 

cOllld be implement抗1in the classrool11; in additionラ theboy's mother askecl his opinion 011 the 

procedure ancl practicecl part of it at home. Consllltations were terminatecl when the boy movecl up to 

the thircl grade， because he 110 longer hacl ditTiculty giving regular presむntationsin class or 

川'Ithhis pなな1・sduring breaks. At 5 years 2 months after the lasl consultatiol1， in a followべlp

consultation， it was reportecl that the buy no longer had problems with speaking 01・schoollire.

Key words: consultation， elementary school student， selective l11utisl1l 

F配 ul!y01・HumanScienc抗争 UniversityufTsukuba 
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